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(57)【要約】
　本発明は、データ・サーバ（４）と、複数の端末装置
（５、６）の少なくとも１つとの間で、電源ケーブル（
３）を介してデータを転送するための、電源および通信
複合システムであって、データ・サーバ（４）および複
数の端末装置（５、６）のそれぞれは、インカップリン
グ／デカップリング・ユニット（７、８、９）を介して
前記電源ケーブル（３）にそれぞれ接続されるシステム
に関する。航空機中に分散する需要者への電気エネルギ
ーおよび所望の通信リソースの最適な供給を可能にし、
同時にケーブル配線の費用を最小にするために、本発明
によれば、電源ケーブル（３）は少なくとも４つの導線
（３ａ～３ｄ）を備え、少なくとも１つの導線は下位方
向の転送チャネルに対応し、少なくとも１つの導線は上
位方向の転送チャネルに対応する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ・サーバ（４）と、複数の端末装置（５、６）の少なくとも１つとの間で、電源
ケーブル（３）を介してデータを転送するための、電源および通信複合システムであって
、前記データ・サーバ（４）および前記複数の端末装置（５、６）のそれぞれが、インカ
ップリング／デカップリング・ユニット（７、８、９）によって前記電源ケーブル（３）
にそれぞれ接続されるものであり、
　前記電源ケーブル（３）は少なくとも４つの導線（３ａ～３ｄ）を備え、少なくとも１
つの導線は下位方向の転送チャネルに対応し、少なくとも１つの導線は上位方向の転送チ
ャネルに対応することを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記電源ケーブル（３）がシールド（３ｅ）を有する、請求項１に記載の電源および通
信複合システム。
【請求項３】
　前記電源ケーブル（３）が三相交流ケーブルである、請求項１または２に記載の電源お
よび通信複合システム。
【請求項４】
　データをキャリア周波数に変調するための変調器／発振器装置を有する、前記請求項の
一項に記載の電源および通信複合システム。
【請求項５】
　所定のパターンに従って、キャリア周波数および転送チャネルを動的に割り当てるため
の割り当て機構を有する、請求項４に記載の電源および通信複合システム。
【請求項６】
　それぞれの１つの転送チャネルが、２つのライン（３ａ、３ｂ；３ｃ、３ｄ）を備える
、前記請求項の一項に記載の電源および通信複合システム。
【請求項７】
　それぞれの１つの転送チャネルが、１つのライン（３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄ）と、シー
ルド（３ｅ）を備える、請求項１から５の一項に記載の電源および通信複合システム。
【請求項８】
　データ・サーバ（４）と、複数の端末装置（５、６）の少なくとも１つとの間で、電源
ケーブル（３）を介してデータを転送する方法であって、前記データ・サーバ（４）およ
び前記複数の端末装置（５、６）のそれぞれが、インカップリング／デカップリング・ユ
ニット（７、８、９）を介して前記電源ケーブル（３）にそれぞれ接続され、前記電源ケ
ーブル（３）が少なくとも４つの導線（３ａ～３ｄ）を備え、そのうちの少なくとも１つ
の導線は下位方向の転送チャネルに対応し、少なくとも１つの導線は上位方向の転送チャ
ネルに対応するものであり、
　下位方向の少なくとも１つの転送チャネルを選択するステップと、前記１つの転送チャ
ネル上の転送のためにデータをパケット・シーケンスに分割するステップと、
　全二重通信において、前記１つの転送チャネル上で、前記パケット・シーケンスを、前
記複数の端末装置（５、６）の少なくとも１つへ転送するステップとを含む方法。
【請求項９】
　前記複数の端末装置（５、６）の１つから、前記少なくとも１つのデータ・サーバ（４
）へ、転送チャネル上に上位方向にデータを転送する前に、前記複数の端末装置（５、６
）の他の１つから、前記転送チャネル上にデータが転送されているかどうかの確認が行わ
れる、請求項８に記載の電源ケーブルを介してデータを転送する方法。
【請求項１０】
　前記１つの端末装置（５、６）が転送要求を受け取ったとき、データは転送チャネル上
に、電源ケーブル上を、前記複数の端末装置（５、６）の１つから、前記少なくとも１つ
のデータ・サーバ（４）へ、上位方向に転送される、請求項８に記載の電源ケーブルを介
してデータを転送する方法。
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【請求項１１】
　前記転送要求が前記少なくとも１つのデータ・サーバ（４）によって発生される、請求
項１０に記載の電源ケーブルを介してデータを転送する方法。
【請求項１２】
　データが、前記複数の端末装置（５、６）の１つから、前記少なくとも１つのデータ・
サーバ（４）へ、それ自体の転送チャネル上で、上位方向に転送される、請求項８に記載
の電源ケーブルを介してデータを転送する方法。
【請求項１３】
　前記転送チャネルが、前記端末装置（５、６）へ上位方向に、動的に割り当てられる、
請求項１２に記載の電源ケーブルを介してデータを転送する方法。
【請求項１４】
　前記転送チャネルが、前記端末装置（５、６）へ上位方向に、「直接シーケンス」方式
または「周波数ホッピング」方式によって動的に割り当てられる、請求項１３に記載の電
源ケーブルを介してデータを転送する方法。
【請求項１５】
　各転送チャネルが２つのライン（３ａ、３ｂ；３ｃ、３ｄ）を備える、請求項８から１
４の一項に記載の電源ケーブルを介してデータを転送する方法。
【請求項１６】
　各１つの転送チャネルが、１つのライン（３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄ）と、シールド（３
ｅ）を備える、請求項８から１４の一項に記載の電源ケーブルを介してデータを転送する
方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に電源供給およびデータ転送システムに関し、より詳細には、請求項１
のプリアンブルに記載の、複数の端末装置への電源供給およびデータの転送のための電源
および通信複合システム、ならびにそれに対応する、電源ケーブルを介してデータを転送
する方法に関する。より詳細には、本発明は航空機内で使用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許出願公開第２００１／０００８３９１号には、データが複数の転送チャネルに
分割されパケットによって転送される、電源ラインを介してデータを並列に転送する電力
線システムが記載されている。
【０００３】
　しかし、従来技術による長距離分配用に設計された電力線システムは、たとえばビデオ
オンデマンドなどで生じる最高１Ｇビット／秒までの大量のデータには適さない。さらに
、標準のエネルギー供給ネットワークに用いられる既知のシステムは、使用されるリソー
スの効率の点で最適化されておらず、すなわち既存のケーブル配線が用いられ、ラインの
長さは二義的である。したがって、既知の技術の方法は、たとえば重量を節約するために
ケーブル配線の費用を最小にしなければならない場合は、直ちに用いることはできない。
【０００４】
　国際公開第０２　１２３６８８Ａ２号には、航空機内の配線の重量が低減され、実質的
に航空機のすべての大きな区域を配線することができる、データおよび電力分配複合ネッ
トワークが記載されている。これは、航空機内に分散された複数のセンサからのデータが
、航空機内の中心点に配置されたデータ・ノードにて収集され、バスを通じて複数のシス
テム・コントローラが利用できるようにすることによって達成される。
【０００５】
　しかし、この従来技術では、物理的なラインを一点でまとめるだけであり、データ用ケ
ーブルおよび電源用ケーブルは依然として配線しなければならないので、配線費用は、や
はり常に非常に高い。
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【特許文献１】米国特許出願公開第２００１／０００８３９１号
【特許文献２】国際公開第０２　１２３６８８Ａ２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　航空機中に分散する需要者への電気エネルギーおよび所望の通信リソースの最適な供給
を可能にし、同時にケーブル配線の費用を最小にすることが、本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　これは本発明によれば、請求項１に記載の複数の端末装置用の電源および通信複合シス
テム、および請求項８に記載の電源ケーブルを介してデータを転送する方法によって実現
される。本発明の好ましい実施形態が従属請求項の主題となる。
【０００８】
　本発明は、座席ユニットの複合電源用の電源ケーブルとして多芯ケーブル、より具体的
には、好ましくはシールドを有する三相導線および中性導線を有する三相交流ケーブルを
用いるという概念に基づく。電源ケーブルは、複数の端末装置のそれぞれを通ってループ
接続され、各端末装置内にはモデムが一体化され、それを用いて電源ケーブル中へデータ
が供給され、電源ケーブルからデータが取り出される。それにより、ケーブルの少なくと
も１つの導線が、上位方向の転送チャネルとして働き、ケーブルの少なくとも１つの導線
が、下位方向の転送チャネルとして働く。具体的には、１つの転送チャネルのそれぞれに
は、２本のケーブルが用いられる。
【０００９】
　したがって、本発明による、データ・サーバと、複数の端末装置の少なくとも１つとの
間で、電源ケーブルを介してデータを転送するための、電源および通信複合システムは、
データ・サーバおよび複数の端末装置のそれぞれが、インカップリング／デカップリング
・ユニットによって電源ケーブルにそれぞれ接続されるものであり、電源ケーブルが少な
くとも４つの導線を備え、少なくとも１つの導線は下位方向の転送チャネルに対応し、少
なくとも１つの導線は上位方向の転送チャネルに対応することを特徴とする。
【００１０】
　電源ケーブルは、転送されるべきデータを、（高周波の）キャリア周波数に変調するこ
とができるように、シールドを有することが好ましい。具体的には、電源ケーブルは三相
交流ケーブルである。好ましくは、電源および通信複合システムは、データをキャリア周
波数に変調するための変調器／発振器装置を備える。好ましくは、これらのキャリア周波
数は、所定のパターンに従う割り当て機構によって、転送チャネルに動的に割り当てられ
、それにより要求に応じてそれらが最大能力まで利用され、周波数は必要な場合に用いら
れるようになる。
【００１１】
　他の好ましい実施形態では、電源および通信複合システムは、それぞれの１つの転送チ
ャネルは、２つのラインを備える。別法として、それぞれの１つの転送チャネルは、１つ
のラインとシールドを備える。
【００１２】
　データ・サーバと、複数の端末装置の少なくとも１つとの間で、電源ケーブルを介して
データを転送する本発明による方法は、データ・サーバおよび複数の端末装置のそれぞれ
が、インカップリング／デカップリング・ユニットによって電源ケーブルにそれぞれ接続
され、電源ケーブルが少なくとも４つの導線を備え、そのうちの少なくとも１つの導線は
下位方向の１つの転送チャネルに対応し、少なくとも１つの導線は上位方向の１つの転送
チャネルに対応するものであり、下位方向の少なくとも１つの転送チャネルを選択するス
テップと、転送チャネル上の転送のためにパケット・シーケンスを分割するステップと、
全二重通信において、１つの転送チャネル上で、パケット・シーケンスを複数の端末装置
の少なくとも１つへ転送するステップとを含む。
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【００１３】
　本発明による方法の好ましい実施形態は、以下の特徴の１つ、または技術的に可能な場
合はそのいくつかを有する。
　複数の端末装置の１つから、少なくとも１つのデータ・サーバへ、転送チャネル上に上
位方向にデータを転送する前に、複数の端末装置の他の１つから、転送チャネル上にデー
タが転送されているかどうかの確認が行われる。
　１つの端末装置が転送コマンドを受け取ったとき、データは転送チャネル上を、電源ケ
ーブル上を、複数の端末装置の１つから、少なくとも１つのデータ・サーバへ、上位方向
に転送される。
　転送コマンドは、少なくとも１つのデータ・サーバによって発生される。
　データは、複数の端末装置の１つから、少なくとも１つのデータ・サーバへ、それ自体
の転送チャネル上で、上位方向に転送される。
　上位方向の転送チャネルは、端末装置へ動的に割り当てられる。
　上位方向の転送チャネルは、「直接シーケンス」方式または「周波数ホッピング」方式
によって、端末装置へ動的に割り当てられる。
　それぞれの１つの転送チャネルは、２つのラインを備える。
　それぞれの１つの転送チャネルは、１つの導線と、１つのシールドを備える。
【００１４】
　本発明による問題解決策の１つの利点は、必要なデータ・ラインの数、したがってそれ
らの長さ、および配線の束の太さが低減され、たとえば航空機のキャビン内での設置費用
が低減される。電力分配は、需要者への電力の分配が適切なネットワーク・トポロジーに
よって決定されるように、最適化されたネットワーク・ケーブル配線を通じて行われる。
ネットワーク・トポロジーは、データ技術要件に応じた需要者の追加の配分を考慮に入れ
ることができる。１つの結果として、電気および技術的データの両方が供給される需要者
のトータル・システムの信頼性の向上が得られる。
【００１５】
　本発明の他の特徴および利点は、添付の単一の図面を参照した、以下の実施形態の説明
から明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の目的は、たとえば需要者の電源のためのエネルギーの転送と、１０Ｍｂｐｓ以
上の高速データ転送を同時に行うための１つのネットワークが形成されるように、三相交
流用の電源ケーブルを介して、データを分配するシステムである。
【００１７】
　図１に示される電源およびデータ転送複合システムは、複数の需要者２の電源供給のた
めの少なくとも１つの電源１を備える。好ましくは、このシステムは、航空機（図示せず
）内で使用される。需要者２は、ケーブル３によって電源１に接続される。図示の実施形
態では、このケーブル３は、中性導線３ａと、三相導線３ｂ、３ｃ、および３ｄを有する
三相交流ケーブルである。例として、電源ケーブル３により、１１５Ｖの電圧が、最高１
ｋＨｚまでの周波数で転送される。例として、電流の大きさは、最大１５Ａである。
【００１８】
　電源および通信システムは、乗客の通信データ、および乗客のための通信データを記憶
するための少なくとも１つのデータ・サーバ４を備え、図が見やすいように１つのサーバ
だけが示されている。以下では、それぞれの乗客は、その座席に１つの端末装置５および
６をそれぞれ有するものとし、乗客はそれらを通じて航空機内で娯楽および情報番組を利
用することができる。個々の端末装置は、各座席に一体化され、具体的には、図１で装置
５および６により示されるように、音声信号、または映像および音声信号を再生するよう
に設計される。すなわち、装置５は音声データの再生用に設計され、装置６は音声データ
と映像データの両方に対して構成される。さらに端末装置は、乗客がそれにより、例とし
て番組要求を伝えるために、あるいは航空機の外部への無線接続を確立するために、機内
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娯楽システムと通信できる、入力ユニットを備えることが可能である。１つまたは複数の
端末装置は、乗客の携帯機器とすることもでき、座席内のインターフェース（図示せず）
を通じて航空機の通信ネットワークに接続される。
【００１９】
　電源ケーブル３は、複数の端末装置５、６を、電源１に接続する。さらに電源ケーブル
３は、通信データがそれによりデータ・サーバ４と端末装置５、６との間で転送される、
複数の転送チャネルを提供する。
【００２０】
　詳細には、データは、データ・サーバ４から、サーバ・カップリング・ユニット７を介
して、電源ケーブル３のライン３ａ、３ｂ、３ｃおよび３ｄへのモデム・ユニット７ａお
よび７ｂによって変調される。それによってカップリング・ユニット７ａは、下位方向、
すなわちサーバ４からライン対３ａ、３ｂを介してそれぞれ端末装置５および６へ、デー
タを転送するように働く。一方、カップリング・ユニット７ｂは、端末装置５、６からサ
ーバ４へ、上位方向に送られるデータを受け取るように働く。サーバ４からそれぞれ端末
装置５および６へのデータの下位方向転送のための、サーバ４とカップリング・ユニット
７ａの間の接続は、サーバ４からライン３ｃおよび３ｄの方向の矢印によって示され、そ
れぞれ端末装置５、６からサーバ４へのデータの上位方向転送のための、サーバ４とカッ
プリング・ユニット７ｂの間の接続は、ライン３ａおよび３ｂからサーバ４の方向の矢印
によって示される。
【００２１】
　電源ケーブル３の他方の側では、端末装置５内で需要者２は、電源ケーブル３の中性導
線３ａおよび１つの相３ｃに接続される。さらに、端末装置５のデカップリング・ユニッ
ト８では、乗客によって選択された娯楽または情報番組を再生するために必要なデータが
、下位方向チャネル３ｃ、３ｄ上のモデム・ユニット８ａを通じてデカップリングされる
。端末装置５からサーバ４へ送られるべきデータは、対応する上位方向チャネルへ、すな
わちライン対３ａおよび３ｂへ、モデム・ユニット８ｂによって変調される。
【００２２】
　同様に、端末装置６内で需要者２は、電源ケーブル３の中性導線３ａおよび１つの相３
ｂに接続される。さらに、端末装置６のデカップリング・ユニット９では、乗客によって
選択された娯楽または情報番組を再生するために必要なデータが、下位方向チャネル３ｃ
、３ｄ上のモデム・ユニット９ａを通じてデカップリングされる。端末装置６では、第１
のモデム・ユニット９ａに加えて、端末装置６からサーバ４へデータを転送するように働
く、別のモデム・ユニット９ｂが設けられる。
【００２３】
　データを「ダウンロード」するための、それぞれライン対３ｃ、３ｄと端末装置５およ
び６の間の接続は、それぞれ端末装置５および６の方向の矢印として示され、データを「
アップロード」するための、端末装置６とライン対３ａ、３ｂの間の接続は、端末装置か
らライン対３ａ、３ｂの方向の矢印として示される。
【００２４】
　基本的に、転送チャネルは、三相導線と１つの中性導線を有する三相交流ケーブルとし
ての電源ケーブル３内に、どのような形でも分割することができる。これは、２つのライ
ン３ａ、３ｂ、および２つの導線３ｃ、３ｄは、それぞれが１つのライン対を形成するが
、またライン３ａ、３ｃが第１のライン対を形成することができ、ライン３ｂ、３ｄが第
２のライン対を形成するなどとすることができる。それに従って、当業者なら本発明の具
体的な適用時に、これを最適化することになる。
【００２５】
　しかしまた、１つの導線が、それぞれ１つの転送チャネルを形成することも可能である
。この場合は、ケーブルのシールド３ｅがデータ・ラインの他方の極として用いられる。
シールド３ｅは、図２で点線の円筒として透視図的に示される。１つの導線を介しての転
送は、以下のように説明される。図２を参照して説明する。詳細には、データは、データ
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・サーバ４からサーバ・カップリング・ユニット７を介して、電源ケーブル３のライン３
ａ、３ｂ、３ｃおよび３ｄのうちの少なくとも１つのラインへのモデム・ユニット７ａ、
７ｂ、７ｃおよび７ｄによって変調される。すでに述べられたように、それぞれのライン
が１つの極となり、他方の極がシールド３ｅとなる。それにより、対応するカップリング
・ユニット、ここでは７ａおよび７ｃは、下位方向、すなわちサーバ４からそれぞれのラ
イン３、そして１つまたは複数の端末装置５、６へ、データを転送するように働く。一方
、他のカップリング・ユニット、すなわち図２による実施形態でのカップリング・ユニッ
ト７ｂおよび７ｄは、端末装置５、６からサーバ４へ上位方向に送られたデータを受け取
るように働く。サーバ４からそれぞれ端末装置５および６へのデータの下位方向転送のた
めの、サーバ４とそれぞれカップリング・ユニット７ａおよび７ｃの間の接続は、ライン
３ａおよび３ｃの方向の矢印によって示され、それぞれ端末装置５および６からサーバ４
へのデータの上位方向転送のための、サーバ４とそれぞれカップリング・ユニット７ｂお
よび７ｄの間の接続は、それぞれライン３ａおよび３ｃからサーバ４の方向の矢印によっ
て示される。
【００２６】
　電源ケーブル３の他方の側では、端末装置５内で需要者２は、電源ケーブル３の中性導
線３ａおよび１つの相３ｃに接続される。さらに、端末装置５のデカップリング・ユニッ
ト８では、乗客によって選択された娯楽または情報番組を再生するために必要なデータが
、モデム・ユニット８ａを通じてデカップリングされる。端末装置５からサーバ４へ送ら
れるべきデータは、対応する上位方向チャネルへ、すなわちライン３ｄへ、モデム・ユニ
ット８ｂによって変調される。
【００２７】
　同様に、端末装置６内で需要者２は、電源ケーブル３の中性導線３ａおよび１つの相３
ｂに接続される。さらに、端末装置６のデカップリング・ユニット９では、乗客によって
選択された娯楽または情報番組を再生するために必要なデータが、モデム・ユニット９ａ
を通じてデカップリングされる。端末装置６では、第１のモデム・ユニット９ａに加えて
、端末装置６からサーバ４へデータを転送するように働く、別のモデム・ユニット９ｂが
設けられる。
【００２８】
　データを「ダウンロード」するための、ライン３ｃとそれぞれ端末装置５および６の間
の接続は、それぞれ端末装置５および６の方向の矢印として示され、データを「アップロ
ード」するための、端末装置６とライン３ｄの間の接続は、ライン３ｄの方向の矢印とし
て示される。
【００２９】
　データは、１つまたは複数のライン３ａ～３ｄによって、それぞれの端末装置から取り
出される。図２に示される構成では、音声データおよび映像データは、ライン３ｃを介し
て転送される。端末装置５は、端末装置６と同様に、ライン３ｃからデータを取り出す。
導線３ｂおよび３ｄは、端末装置からサーバ４へデータを送るように働く。基本的に、転
送チャネルは、三相導線および中性導線３ａ～３ｄを有する三相交流ケーブルとしての電
源ケーブル３に、少なくとも１つの導線が上位方向チャネルに対応し、少なくとも１つの
導線が下位方向チャネルに対応するように分割することができる、ケーブル中の合計４つ
のラインに対して、残る２つの導線を、それぞれ下位方向チャネルおよび上位方向チャネ
ルに固定的に割り当てることができるが、要求に応じて動的に割り当てることもできる。
すなわち、端末装置５、６からのデータ転送量が少ない場合は、３つの導線を下位方向ト
ラフィックのために指定し、１つだけを上位方向トラフィックのために指定することがで
きる。次いで複数の端末装置５、６が上位方向転送に対して、より多い要求を示す場合は
、サーバ４は、３つの導線のうちの１つの下位方向転送を停止し、その導線上での上位方
向トラフィックを許可することができる。これは、それによって一部の状況では、下位方
向のデータ転送速度がわずかに低下することを意味する。
【００３０】
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　シールド３ｅは、電源ケーブル３を通じて放出される放射を防止する働きをする。した
がって、転送されるべきデータをキャリア周波数に変調し、それにより複数の転送チャネ
ル用に各導線または導線のそれぞれの対を利用することができる。シールドは、航空機内
での、ライン３ａから３ｄへの望ましくない高周波の放射を阻止する。さらにシールドさ
れたケーブルには穴が開けられる。したがって波動抵抗１００Ωに対して、少なくとも１
０／１００Ｍｂｐｓを転送することができ、それによりケーブルはイーサネット（登録商
標）供給として適する。キャリア周波数を使用することにより、データの転送のために利
用可能な有効な転送チャネルの数を増やすことができる。それによりキャリア周波数は、
所定のパターンに従って転送チャネルに、静的に割り当てる、または動的に割り当てるこ
とができる。
【００３１】
　本発明の好ましい実施形態（図示せず）では、データは、データ・サーバ４と、電源ケ
ーブル３上のインカップリングまたはデカップリング用のモデム・ユニット７ａおよび７
ｂまたは７ａ～７ｄのそれぞれとの間で、銅をベースとするネットワーク・ラインまたは
光ファイバ導線を通じて転送される。
【００３２】
　モデム・ユニット７ａおよび７ｂまたは７ａ～７ｄは、多くの方法で、端末装置へデー
タを転送する、または端末装置からデータを受け取ることができる。サーバ４から端末装
置５、６への下位方向では、転送は、例として、カップリング・ユニット７ａおよび７ｃ
を通じて全二重方式で行われ、これはそれぞれ送信器７ａまたは７ｃだけが、サーバ４か
らデカップリング・ユニット８ａ、９ａへ下位方向に動作するからである。
【００３３】
　上位方向では、基本的に複数の送信器８ｂおよび９ｂが動作することができるので、こ
の方向では３通りの異なる転送が可能である。第１のケースでは、転送は真の半二重方式
で行われ、すなわち、デカップリング・ユニット８ｂ、９ｂは、チャネル、すなわちここ
ではライン３ｄについて、チャネル上ですでに転送が行われているかどうかを確認する。
そうである場合は、対応する端末装置は、チャネルが解放されるまで待たなければならな
い。そのためにチャネルの状態は、好ましくは規則的な間隔で、照会される。チャネルが
、（再び）解放されたことが分かるとすぐに、それ自体の転送を開始することができる。
【００３４】
　別法としては、データは、上位方向に擬似的な全二重方式で転送される。制御装置（図
示せず）がデータ転送量を制御し、個々の端末装置に、個々の端末装置がデータをサーバ
へ上位方向に転送することができる時間ウィンドウを割り当てる。時間ウィンドウが開い
ているときは、デカップリング・ユニット８ｂ、９ｂは、制御装置またはサーバ４からの
対応する制御コマンドを通じて通知され、次いでデータの転送を開始することができる。
【００３５】
　他の代替形態として、データは全二重方式で転送することができる。各デカップリング
・ユニット８ｂ、９ｂは、それ自体の通信チャネル上で送出する。具体的には、通信チャ
ネルは、チャネルに静的または動的に割り当てられるキャリア周波数に対応させることが
できる。キャリア周波数の動的割り当ては、例として、「直接シーケンス」方式または「
周波数ホッピング」方式によって行うことができる。
【００３６】
　実際のデカップリング・ユニット８ａ、８ｂ、９ａ、９ｂと端末装置の間のインターフ
ェースは、好ましくはイーサネット（登録商標）として設計される。
【００３７】
　いくつかの転送モードが固定され、その他は動的に適合される、ベース・バンドと、キ
ャリア周波数をベースとする転送の組合せが可能である。双方向転送の制御は、全二重動
作および／またはキャリア周波数にわたって行われ、データの分配は、異種の物理媒体に
わたって階層的に行われる。
【００３８】
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　本発明の好ましい実施形態では、各端末装置５、６は、入力接続と出力接続を有し、そ
れを通じて常に、先行および後続の端末装置に接続される。したがって、当然、最初の端
末装置はデータ・サーバ４に直接接続され、最後の端末装置はその入力接続によって先行
の端末装置だけに接続される。電源ケーブル３は、したがって端末装置５および６のそれ
ぞれによってループ接続されるので、各端末装置は、データ・サーバ４と、電源１に接続
される（デージー・チェーン）。
【００３９】
　図が見やすいように、１つの相を必要とする需要者２だけを示した。しかし当然、ネッ
トワークの三相交流需要者、すなわち、３つすべての相３ｂ、３ｃおよび３ｄ、ならびに
中性導線３ａに接続された需要者に対応することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】１つの転送チャネル用に２つの導線が用いられる、本発明による電源および通信
複合システムの第１の実施形態を、概略的に示す図である。
【図２】それぞれの転送チャネル用に１つの導線と、ケーブルのシールドが用いられる、
本発明による電源および通信複合システムの第２の実施形態を、概略的に示す図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１　電源
　２　電気需要者
　３　電源ケーブル
　３ａ～３ｄ　導線
　３ｅ　シールド
　４　データ・サーバ
　５　１つの再生ユニットを有する端末装置
　６　２つの再生ユニットを有する端末装置
　７　インカップリング・ユニット
　７ａ～７ｄ　モデム・ユニット
　８　デカップリング・ユニット
　８ａ　モデム・ユニット
　９　デカップリング・ユニット
　９ａ、９ｂ　モデム・ユニット
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